 eq \o\ad(油濁防除資機材貸借特別契約,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
石油連盟(以下、甲という。)と                       (以下、乙という。)は、甲が実施している「大規模石油災害対応体制整備事業」(以下、「本事業」という。)による緊急時の油濁防除資機材の貸出について、次のとおり特別契約を締結する。

(目的)

第1条  本特別契約は、本事業による油濁防除資機材の乙に対する貸出を迅速かつ円滑に行うため、予め、貸出の手続、貸借契約の内容等を定めることを目的とする。

(個別貸出契約の成立)

第2条  乙は、自己が災害関係者(災害の拡大の防止の責務を有する者、災害の拡大の防止の措置を講ずる者、災害により被害を受ける者、およびその他の災害に関して関係を有する者をいう。)となる大規模石油災害(タンカー、製油所、パイプラインおよび油井等から石油が海洋へ流出または海洋へ流出する可能性がある事故により生ずる被害であって、災害関係者の保有する災害対策用資機材ではその拡大の防止が困難なまたは困難となる可能性があるものをいう。)時において、甲に対し、甲の保有する油濁防除資機材の貸出を要請することができる。その場合、甲は特段の事情のない限り、要請時点で貸出可能な限度においてこれを貸し出すものとする。

   2    前項の要請及び承諾は、石油連盟油濁防除資機材貸出約款(以下、「貸出約款」という。)の様式第1「油濁防除資機材貸出要請書」及び様式第2「油濁防除資機材貸出承諾書」を交換して行う。但し、緊急時その他乙において必要と認めたときは、乙の担当者と油濁防除資機材の貸出を受けようとする石油連盟油濁防除資機材基地(以下、「資機材基地」という。)の保管者との間で、本契約の様式第1r油濁防除資機材貸出要請書(特別契約用)」及び様式第2「油濁防除資機材貸出承諾書(特別契約用)」をファクシミリによって授受することで、これに代えることができる。この場合、ファクシミリの送受信を当該担当者間で直ちに電話で確認しなければならない。

3    前項但書の手続によったときは、原則として契約成立後2日以内に、

甲乙は・それぞれ代表者名により作成した前項前段の要請書及び承諾書を交換しなければならない。

(特別の措置)

第3条  甲は・前条の申し込みに先立ち、通商産業省の指示・要請、海上保安庁の要請その他特別の事情があると認めたときは、資機材基地の保管者に対し、申し込みに対する承諾を留保するよう指示することができる。

   2    甲は・乙の申込に対して承諾をした後であっても、乙が契約成立後24時間以内に油濁防除資機材を引き取らない場合若しくは引き取った後においても使用されない場合又は、通商産業省の指示・要請若しくは海上保安庁の要請があったときは、貸借契約を解除してより緊急性の高い油濁災害の拡大防止の用に供することができる。

(貸出約款)

第4条  甲乙間の個別の貸借契約の内容については、本契約に定めるものを除き、貸出約款の定めるところによる。

(貸出約款、資機材基地等に係る情報の提供)

第5条  甲は、貸出約款、資機材基地等に係る次の最新の情報を可能な限り常に乙に提供しておくものとする。

(1)貸出約款

(2)資機材基地

①所在地

②保管者(要請書の送付先のファクシミリ番号、および送受信の確認の

ための電話番号等)

i.名称

ii.担当部署

iii.24時間体制にあるファクシミリおよび電話の番号(予備があ

る場合は予備を含む))

③貸出対象保管資機材

名称および数量

(3)甲の事務局

緊急時連絡先

(4)その他、当該事業に係る情報(訓練演習、実証テスト等の実施)

 (情報提供の実費)

第6条  乙は・甲が別に定めるところに従い、前条の情報提供に係る実費を甲に支払う。

(事前の確認)

第7条  乙は・要請書を送付しようとするときは、資機材基地の保管者に電話で貸出可能資機材について予め確認するよう努めるものとする。

(特別契約の解除)

第8条甲及び乙は、書面による2週間前の予告をもって本特別契約を解除できる。

(付則)

本契約は、平成   年   月   日から効力を発するものとする。

以上の契約の証として本書2通を作成し、甲乙記名押印の上、各1通を保有する。

平成     年     月     日

甲     東京都千代田区大手町1丁目9番4号

(経団連会館)

石    油    連    盟

会長

乙

様式第1    油濁防除資機材貸出要請書(特別契約用)

年  月  日

石油連盟

会長あて

受信時刻:

基地名  :

受信者名:

所属部署:

申込者

印

所在地

担当部署、担当責任者

電話番号、FAX番号

 eq \o\ad(油濁防除資機材貸出要請書,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
このたび当方が関係する油流出災害が発生しました。災害関係者の保有する資機材ではこの災害の拡大の防止が困難または困難となる可能性がありますので・この災害の拡大の防止のため、下記により、石油連盟が保有する資機材を借り受けたく・資機材についての貸借契約を申し込みます。契約条項は、石油連盟油濁防除資機材貸借特別契約に基づくことを承諾します。

記

1.油流出災害概況

(1)発生日時・場所、油流出源、災害状況

(2)申込者と災害との関係(例:船主、荷主等)

2.貸出希望資機材および数量

3.資機材使用予定場所および使用方法

4.資機材引き取りの予定

(1)場所、時刻

(2)運搬担当業者

以  上

様式第2    油濁防除資機材貸出承諾書(特別契約用)

年  月  日

申 込 者 あ て

石  油  連  盟

会  長                印

送信時刻:

基地名

送信者名:

所属部署:

 eq \o\ad(油濁防除資機材貸出承諾書,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
平成  年  月  日付け貴信による油濁防除資機材の貸出要請を承諾し、本日付けで下記により、貴殿との間で資機材の貸借契約を締結したことと致します。

契約条項は、石油連盟油濁防除資機材貸借特別契約に基づくものと致します。

記

1. 貸出資機材および数量

2. 資機材引渡場所および搬出期限

3. 貸出条件

4. 留意事項

以  上

